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二
三
三
番
白
居
易
「
上
陽
白
髮
の
人
」
「
秋
夜
長
、
夜
長
無
眠
天
不
明
。
耿
耿
殘
燈
背
壁
影
、
蕭
蕭
暗
雨
打
窓
聲
」
○
元
和
四
年
（
八
○
九
）、
作
三
八
、
長
安
で
の
作
（

・
朱
・
王
・
羅
）。
左
拾
・
翰
林
學
士
在
任
。

	部
分
の
韻
字
は
、
明
と
聲
。
上
陽
宮
に
幽
閉
さ
れ
た
ま
ま
空
し
く
年
老
い
た
宮
女
が
、
み
ず
か
ら
の
悲
慘
な
境

を
語
る
部
分
で
あ
る
。
「
一
部
代
詩
經
」
（
陳
寅
恪
）
と
も
さ
れ
る
諷
詩
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
第
七
首
。
第
二
一
首
「
驪
宮
高
し
」
は
、
一
九
二
番
に
出
（
１
）。
な
お
新
樂
府
作
の
背
景
に
つ
い
て
も
、
そ
の
條
參
照
（
２
）。
新
樂
府
題
「
上
陽
白
髮
人
」
を
、
底
本
は
「
上
陽
人
」
に
作
り
、
代
鈔
本
「
敦
煌
本
（
詩
文
叢
鈔
（
３
））」
も
同
じ
く
「
上
陽
人
」
に
作
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
金
子
二
校
定
『
千
載
佳
句
』
天
象
部
・
雨
夜
、
お
よ
び
田
本
（
安
末
寫
本
）
や
宋
版
（
紹
興
本
）
『
白
氏
文
集
』
等
に
從
っ
て
改
め
た
。
白
居
易
が
唱
和
し
た
元
の
詩
が
「
上
陽
白
髮
人
」
（
「
和
李
校
書
新
題
樂
府
十
二
首
」
其
一
）
と
題
す
る
た
め
で
あ
る
（
陳
寅
恪
）。
し
か
も
「
白
髮
」
の
二
字
こ
そ
、
年
老
い
た
宮
女
の
痛
ま
し
い
境

を
暗
示
さ
せ
る
獨
特
の
效
果
を
持
つ
。
單
に
「
上
陽
人
」
だ
け
で
は
、

・
五
代
頃
の
作
品
を
收
め
た
『
雲
集
雜
曲
子
（
４
）』
中
の
、
美
女
（
歌
妓
）
を
詠
ん
だ
詞 ツ
ー
の
一

「
寶
髻
釵

鬢
斜
、
殊
容

上
陽
家
（
殊
容
［
群
の
美
貌
］

は
な
はだ
上
陽
の
家 ひ
と
［
上
陽
宮
の
人
］
に

ま
さ
る
）」
（
「
抛
毬
樂
」
［
の
坊
曲
名
］
作
未
詳
）
の
ご
と
く
、
單
な
る
美
貌
の
宮
女
を
指
す
こ
と
に
も
な
っ
て
、
悲
劇
性
が
顯
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
新
樂
府
五
十
首
」
は
、
作
み
ず
か
ら
記
す
大
序
中
の
「
元
和
四
年
、
左
拾
白
居
易
作
」
（
田
本
）
の
語
に
よ
っ
て
、
五
十
首
の
大
 が
、
本
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
太
田
!男
は
、
『
諷
詩
人
白
樂
天
（
５
）』
の
な
か
で
、
『
"治
#鑑
』
卷
二
三
七
、
元
和
二
年
（
八
〇
『
和
$
%詠
集
』
&收
詩
'釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）
植
木
久
行
七
）
十
一
の
條
の
、
「

尉
・
集
賢
校
理
白
居
易
作
樂
府
詩
百
餘
篇
、
規
諷
時
事
、
流
聞
禁
中
。
上
（
宗
李
純
）
見
而
之
、
召
入
翰
林
爲
學
士
」
に
目
し
て
、
「
お
そ
ら
く
五
十
首
が
	部
そ
ろ
っ
た
と
き
の
年

で
あ
っ
て
、
五
十
首
が
す
べ
て
こ
の
時
い
っ
ぺ
ん
に
作
ら
れ
た
と
は
解
し
が
た
い
。
一
篇
一
篇
が
今
で
い
え
ば
一
種
の
時
事
論
で
も
あ
る
の
で
、
事
に
應
じ
て
隨
時
書
か
れ
、
書
か
れ
た
つ
ど
數
篇
が
流
布
し
、
そ
の
い
く
つ
か
が
宗
の
目
に
も
觸
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
べ
て
い
る
。
他
方
、
下
定
弘
『
白
氏
文
集
を
讀
む
（
６
）』
「
第
一
章
諷
詩
「
新
樂
府
」
五
十
章
の
立
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
陳
寅
恪
・
朱
金
の

を
押
し
め
て
、
「
新
樂
府
五
十
首
」
は
と
し
て
左
拾
・
翰
林
學
士
在
任
中
の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
完
は
、
母
の
喪
に
し
て
下 か

け
いに
去
し
て
い
た
「
元
和
壬
申
（
七
年
＝
八
一
二
年
）
長
至
日
（
至
の
日
、
十
一
十
日
）」
（
鈔
本
流
布
の
頃
の
、
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
單
行
本
を
本
と
す
る
ら
し
い
『
白
氏
諷
諫
』
本
の
、
新
樂
府
序
の
わ
り
に
見
え
る
日
付
）
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
ま 、
と 、
ま 、
っ 、
た 、
形
で
世
に
問
わ
れ
た
の
は
、
『
白
氏
長
慶
集
』
が
立
し
た
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。
こ
の
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
立
問
題
は
、
白
詩
究
の
重
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
「
新
樂
府
三
十
首
」
の
完
を
示
唆
す
る
ら
し
い
「
君
に
寄
す
三
十
章
［
一
に
三
は
五
の
訛
］」
の
語
が
見
え
る
「

生
に
寄
す
」
詩
の
作
は
、
元
和
四
年
後
に
當
た
る
「
元
和
三
～
五
年
の
作
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
 
!・
朱
）。
ち
な
み
に
羅
聯
添
『
年
譜
』
は
、
元
和
四
年
か
、
や
や
後
の
作
と
見
な
す
が
、
確
定
"な
論
據
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
「
上
陽
白
髮
人
」
一
首
に
關
し
て
い
え
ば
、
ほ
ぼ
元
和
四
年
の
作
、
そ
の
公
表
も
同
じ
年
、
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
元
和
四
年
作
の
理
由
を
く
に
、
新
樂
府
題
の
意
味
や
、
本
詩
に
付
さ
れ
た
小
序
（
題
序
）「
愍
怨
曠
也
」
（
怨
曠
え
ん
こ
う
を
愍 あ
は
れ
む
［
不
憫
に
思
う
］
な
り
）
の
語
義
を
確
#し
て
お
き
た
い
。「
上
陽
」
の
語
は
、
す
で
に
二
十
番
に
見
え
る
が
、
上
元
二
年
（
六
七
五
）、
高
宗
李
治
が
司
農
卿
韋
機
に
命
じ
て
、
見
$ら
し
の
よ
い
洛
水
北
岸
の
臺
地
上
に
%營
さ
せ
、
儀
鳳
四
年
（
六
七
九
）
以
後
使
用
し
始
め
た
、
東
&洛
陽
を
代
表
す
る
豪
奢
な
宮
殿
の
名
で
あ
る
（
７
）。
そ
れ
は
皇
の
西
南
隅
の
南
側
（
皇
の
南
牆
ぞ
い
の
東
西
方
向
）
に
建
て
ら
れ
、
東
&第
一
の
名
'「
天
津
橋
」
か
ら
西
北
方
向
に
(
)で
き
た
。
高
宗
・
則
天
武
后
・
玄
宗
の
と
き
、
し
ば
し
ば

*（
+を
含
む
）
の
宮
,政
治
の
中
心
と
も
な
っ
た
場
-で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
玄
宗
の
天
寶
年
以
.、
天
子
の
東
&行
幸
が
/
0え
る
と
、
上
陽
宮
は
一
變
し
て
、
美
し
い
宮
女
た
ち
の
深
い
悲
し
み
に
1ま
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
140
れ
る
こ
と
に
な
る
（
８
）。
本
詩
の
題
下
原
に
、
「
天
寶
五
載
已
後
、
楊
貴
妃
專
寵
、
後
宮
無
復
幸
矣
。
六
宮
有
美
色
、
輒
潛
之
別
。
上
陽
人
、
是
其
一
也
。
貞
元
中
（
七
八
五
～
八
〇
五
）
存
焉
」
（
岡
・
今
井
校
定
『
白
氏
文
集
』
）
と
い
う
。
天
寶
五
載
と
は
、
楊
太
眞
が
貴
妃
に
冊
立
さ
れ
た
天
寶
四
載
八
	を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
證
稿
』
は
、「
天
寶
五
載
」
云
々
の
を
、
元

や
白
居
易
が
唱
和
し
た
李
紳
詩
の
（
李
傳
）
で
あ
る
と
見
な
す
が
、
確
證
に
乏
し
い
。
た
だ
當
然
、
似
の
史
實
を
踏
ま
え
た
作
品
で
は
あ
ろ
う
。
他
方
、
靜
永
健
『
白
居
易
「
諷
詩
」
の
究
（
９
）』
「
第
二
章
白
居
易
「
新
樂
府
」
に
お
け
る
楊
貴
妃
像
」
に
い
う
、
「
元

の
同
題
詩
に
は
、
楊
貴
妃
に
つ
い
て
一
言
も
觸
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
從
っ
て
、
上
陽
宮
の
白
髮
人
が
楊
貴
妃
に
よ
っ
て
「
潛
配
」
さ
れ
た
と
い
う
事
實
も
無
く
、
こ
の
こ
と
は
、
一
人
白
居
易
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
事
柄
フ
ィ
ク
シ
ョ
ンに
屬
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。
確
か
に
元

の
「
上
陽
白
髮
人
」
に
は
、
宮
女
の
幽
閉
を
楊
貴
妃
の
陰
險
な
行
爲
と
見
な
す
詩
句
は
な
い
。
し
か
し
、
玄
宗
の
天
寶
年
、
「
鳥
使
」
に
よ
っ
て
無
理
や
り
宮
中
に
れ
て
こ
ら
れ
た
美
女
た
ち
を
寫
し
て
、
「
十
中
有
一
得
更
衣
、
永
配
（
10）深
宮
作
宮
婢
（
11）」
（
十
中
に
一 い
つ
の
、
更
衣
［
天
子
の
寵
愛
］
を
得
る
有
る
も
、
永
く
深
宮
に
配
せ
ら
れ
て
宮
婢
と
作
な
る
）
と
あ
り
、
天
子
の
訪
れ
が

え
た
東
の
上
陽
宮
が
、
十
分
の
九
に
ぶ
宮
女
た
ち
の
幽
閉
處
と
な
っ
た
こ
と
を
歌
う
。
こ
こ
に
は
、
楊
貴
妃
の
寵
愛
獨
占
と
、
寵
愛
を
失
わ
な
い
た
め
に
楊
貴
妃
が
陰
險
な
手
段
を
用
い
た
こ
と
が
、
接
な
が
ら
讀
み
と
れ
よ
う
。
李
紳
の
詩
が
失
わ
れ
た
現
在
、
元

詩
に
直
接
言
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
楊
貴
妃
に
よ
る
宮
女
の
幽
閉
を
白
居
易
の
事
柄
フ
ィ
ク
シ
ョ
ンと
見
な
す
こ
と
は
危
險
で
あ
る
。
し
か
も
一
の
新
樂
府
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
な
り
の
史
實
（
信
憑
性
の
高
い
傳
承
・
傳
聞
を
含
む
）
を
背
景
に
し
た
、
一
種
の
時
事
論
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
盤
が
缺
け
た
ま
ま
で
は
、
作
さ
れ
た
諷
詩
も
當
然
有
效
に
は
機
能
し
な
く
な
る
。
陳
寅
恪
以
來
の
究

た
ち
が
、
そ
の
史
實
牲
に
疑
問
を
い
て
い
な
い
點
に
も
、
十
分
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
［
愍
怨
曠
也
］
怨
曠
は
、
佐
久
に
「
怨
女
曠
夫
。
配
偶
を
得
ら
れ
な
い
男
女
」
と
あ
り
、
野
明
『
白
詩
新
釋
（
12）』
、
堤
留
吉
『
白
樂
天
生
活
と
文
學 （
13）』
、
田
泉
之
助
『
白
氏
文
集
』
、
朱
金
・
朱
易
安
『
白
居
易
詩
集
讀
（
14）』
な
ど
も
、
同
じ
立
場
で
あ
る
。
怨
女
・
曠
夫
の
語
は
、
古
く
『
孟
子
』
梁
惠
王
下
の
、
昔
の
仁
政
を
べ
た
條
に
、
「
に
怨
女
無
く
、
外
に
曠
夫
無
し
」
と
見
え
、
怨
曠
の
語
は
、
『
詩
經
』
 風
「
雄
雉
」
の
小
序
に
、「
大
夫
久
し
く
役
し
、
男
女
怨
曠
す
」
な
ど
と
見
え
る
。
一
般
に
い
ず
れ
も
そ
の
怨
は
怨
恨
・
怨
!
（
15）、
曠
は
"・
空
の
意
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
詩
の
哀
話
の
#人
公
は
、
十
『
和
$
%詠
集
』
收
&詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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六
の
時
に
宮
中
に
入
り
、
一
度
も
玄
宗
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
う
ち
に
楊
貴
妃
の
嫉
妬
と
し
み
を
買
っ
て
上
陽
宮
に
移
・
幽
閉
さ
れ
た
六
十
の
老
女
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
「
怨
曠
」
は
、
一
種
の
義
複
詞
で
「
怨
（
女
）」
に
し
か
意
味
が
な
い
。
こ
の
點
で
高
木
正
一
『
白
居
易
上
』
の
、
「
宮
中
の
上
陽
宮
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
宮
女
の
、
配
偶
を
得
ら
れ
な
い
悲
し
み
を
あ
わ
れ
ん
だ
詩
」
と
い
う
解
釋
が
穩
當
で
あ
る
。
白
居
易
は
ま
た
、
同
じ
「
新
樂
府
五
十
首
」
の
な
か
の
第
一
首
「
七

」
の
な
か
で
、
太
宗
李
世
民
が
「
怨 、
女 、
三
千
（
宮
中
の
奧
向
き
に
幽
閉
さ
れ
て
、
婚
期
を
失
っ
た
宮
女
た
ち
三
千
人
）
放
ち
て
宮
よ
り
出 い
だ
さ
し
む
」
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
怨
曠
」
の
用
例
は
、
す
で
に
西
岡
市
	「
新
樂
府
「
上
陽
白
髮
人
」
の
小
序
「
愍
怨
曠
」
に
つ
い
て
（
16）」
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
詩
經
』
小

「
采
」
（
行
役
の
夫
の
歸
り
を
待
つ
妻
の
歌
）
の
小
序
「
采
、
刺
怨
曠
也
。
幽
王
之
時
、
多
怨
曠
也
」
に
對
す
る
孔
穎
の
疏
（
『
毛
詩
正
義
』
卷
十
五
）
中
の
、
「
人
之
怨
曠
、
非
王
政
也
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
用
例
を
補
え
ば
、
初
の
陳
子
昂
「
感
三
十
八
首
」
其
二
十
六
の
な
か
の
、
「
宮
女
に
怨
曠
多
く
、

（
後
宮
）
蛾
眉
（
美
女
）
を
閉
ざ
す
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
ひ
た
す
ら
求
仙
に
熱
中
し
て
宮
女
た
ち
を
み
な
い
の
穆
王
を
借
り
て
、
深
宮
に
幽
閉
さ
れ
た
宮
女
た
ち
の
悶
を
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
西
岡
論
文
は
、
詩
中
に
「
未
婚
の
男
の
曠
」
を
表
現
し
な
い
た
め
、
「
曠
」
を
「
怨
」
と
同
義
の
言
と
し
て
「
怨
」
に
付
加
し
て
、「
宮
女
の
拘
束
の
踰
時
に
因
す
る
未
婚
の
怨
（
曠
）」
を
表
す
、
新
し
い
意
味
の
言
、
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
陳
子
昂
詩
の
用
例
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
一
種
の
義
複
詞
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
。
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
西
岡
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
東
洛
陽
の
上
陽
宮
に
長
く
拘
束
さ
れ
て
、
配
偶
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
老
嫗
の
怨
み
悲
し
み
を
表
現
す
る
こ
と
は
、
配
偶
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
怨
み
を
持
つ
老
の
存
在
を
も
推
さ
せ
る
暗
喩
」
と
な
っ
て
效
果
で
あ
る
。
『
韓
非
子
』
外
儲
・
右
下
篇
に
見
え
る
管
仲
の
言
、
「
宮
中
に
怨
女
有
れ
ば
、
則
ち
妻
無
し
」
も
思
い
こ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
元
・
白
二
人
の
「
上
陽
白
髮
人
」
詩
の
作
背
景
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

の
西
岡
論
文
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
元
和
三
年
に
發
生
し
た
旱
災
の
長
期
と
、
古
來
旱
災
を
こ
す
怨
嗟
の
一
因
に
數
え
ら
れ
る
「
怨
女
・
曠
夫
」
の
存
在
、
こ
こ
で
は
特
に
そ
の
う
ち
の
「
怨
女
」
の
解
放
を
實
施
し
て
、
そ
の
怨
嗟
を
解
 す
る
こ
と
（
こ
れ
は
同
時
に
ま
た
、
冗
費
の
!減
で
も
あ
っ
た
）
を
目
と
し
て
、
元
・
白
詩
は
作

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
玄
宗
・
"宗
兩
皇
#の
$位
時
に
、
宮
女
の
解
放
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
元
和
三
年
に
發
生
し
た
旱
災
に
對
す
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
142
る
政
治
處
理
が
、
「
租
」
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。『
治
鑑
』
卷
二
三
七
、
元
和
四
年
三
の
條
に
言
う
、
「
上
（

宗
）、
久
し
き
旱 ひで
りを
以
て
、

（
恩
詔
）
を
	さ
ん
と
欲
せ
し
と
き
、
翰
林
學
士
李
絳
・
白
居
易
は
上
言
せ
り
」
と
。
こ
の
時
の
上
奏

容
の
な
か
に
、
「
宮
人
は
驅
使
の
餘 ほ
か
、
其
の
數
ほ
廣
し
。
事
は
費 つ
ひ
え
を
省
く
べ
く
、
物
は
（
人
・
理
）
に
徇 し
た
がふ
を
貴
ぶ
」
と
い
う
一
が
あ
り
、
元
の
胡
三
省
は
「

に
怨
女
多
き
は
、
則
ち
に
徇
ふ
に
非
ず
」
と
す
る
。
こ
の
と
き
の
、
李
絳
・
白
居
易
の
上
奏
文
は
、
い
ず
れ
も
現
存
す
る
。
李
絳
の
「
後
宮
の
人
を
揀 え
ら
び
放
た
ん
こ
と
を
ふ
（
17）」
に
は
、
「
後
宮
之
中
、
人
數
不
少
、
離
別
之
、
頗
感
人
心
、
怨
曠
之
思
、
有
干
和
氣
」
と
あ
る
（
18）。
他
方
、
白
居
易
の
「
後
宮
の

人
を
揀 え
らび
放
た
ん
こ
と
を

ふ （
19）」
（
「

中
の
目
に
加
へ
ん
と
奏
せ
る
二
件
」
の
一
）
に
も
、
「
伏
見
、
大
已
來
四
十
餘
、
宮
中
人
數
稍
久
漸
多
。
伏
慮
、
驅
使
之
餘
、
其
數
廣
。
上
則
給
衣
、
有
供
億
（
需
に
應
じ
て
供
給
す
る
こ
と
）
糜
費
（
浪
費
）
之
煩
。
下
則
離
親
族
、
有
幽
閉
怨
曠
之
。
事
宜
省
費
、
物
貴
徇
。
…
…
臣
伏
見
、
自
太
宗
・
玄
宗
已
來
、

旱
災
、
多
有
揀
放
」
云
々
と
い
う
。
二
人
の
文
中
の
「
怨
曠
」
も
、
白
詩
の
小
序
中
の
そ
れ
と
同
じ
義
複
詞
で
あ
る
こ
と
は
意
さ
れ
て
よ
い
。
宮
女
解
放
の
願
い
は
、
閏
三
己
酉
（
三
日
）、
囚
人
の
處
罰
の
輕
減
や
租
の
除
な
ど
と
共
に
聞
き
屆
け
ら
れ
て
い
る
（『
治
鑑
』）。
こ
う
し
た
作
背
景
を
考
え
る
時
、
白
居
易
「
上
陽
白
髮
人
」
は
、
天
子
に
對
す
る
奏
（
元
和
四
年
三
）
の
行
爲
を
補
う
形
で
作
さ
れ
、
宮
人
解
放
の
願
い
が
聞
き
屆
け
ら
れ
る
同
年
閏
三
三
日
以
、
お
そ
ら
く
三
頃
の
作
と
な
ろ
う
。
馬
元
『
詩
 
（
20）』
も
、
奏
と
同
時
の
作
と
推
定
す
る
（
21）。
○
［
秋
夜
長
］
い
わ
ば
春
の
「
永
日
」
と
對
に
な
る
表
現
で
あ
り
、
魏
の
文
!曹
丕
「
雜
詩
二
首
」
其
一
（
22）に
、
「
漫
漫
と
し
て
秋
夜
長
く
、
烈
烈
と
し
て
北
風
涼 さ
むし
。
展
轉
と
し
て
寐 い
ぬ
る
能
は
ず
、
衣
を
披 き
て
"
ち
て
彷
徨
す
」
と
あ
る
。
ま
た
南
齊
・
王
融
「
秋
夜
（
23）」
詩
の
、
「
秋
夜
長
く
復
た
長
し
、
夜
長
く
し
て
樂
し
み
未
だ
央 つ
き
ず
」
は
、

容
（
感
）
#に
は
本
詩
と
$方
向
に
あ
る
が
、
反
復
リ
フ
レ
ー
ン
の
先
行
例
と
し
て

目
さ
れ
る
。
ま
た
東
晉
の
謝
混
や
蘇
%に
「
秋
夜
長
」
と
題
す
る
詩
も
あ
る
（
24）。
初
の
王
勃
「
秋
夜
長
」
は
、
郭
倩
『
樂
府
詩
集
』
卷
七
六
、
雜
曲
歌
辭
の
な
か
に
、

&の
王
融
の
詩
な
ど
と
共
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
樂
府
題
の
名
は
、
も
ち
ろ
ん

&の
魏
の
文
!曹
丕
の
詩
に
基
づ
い
て
い
る
。
○
［
無
眠
］
「
眠
」
の
字
は
宋
版
（
紹
興
本
）
系
の
刊
本
で
は
寐
に
作
り
、
'田
本
な
ど
(抄
本
系
で
は
睡
に
作
り
、
)
*の
敦
煌
本
も
睡
『
和
+
,詠
集
』
-收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
143
で
あ
る
（
岡
・
今
井
校
定
本
參
照
）。
堀
部
正
二
『
校
和

詠
集
』
に
よ
れ
ば
、
十
七
種
の
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
底
本
を
含
む
三
種
の
み
が
眠
で
あ
り
、
ほ
か
は
み
な
睡
字
に
作
る
。
眠
の
字
は
、
や
は
り
「
寫
書
の
に
生
じ
た
同
訓
に
よ
る
訛
傳
で
あ
ろ
う
」
（
柳
喜
代
志
「
和


詠
集
文
考
」）。
ち
な
み
に
睡
と
寐
の
基
本
義
は
、
や
や
な
る
。
伊
東
涯
『
操
觚
字
訣
』
卷
五
に
は
、「
寢
ハ
、
ネ
	ナ
ド
ヲ
コ
シ
ラ
ヘ
ネ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
ソ
レ
故
ニ
寢
室
ノ
義
ニ
モ
用
ユ
。
寐
ハ
、
ネ
ル
コ
ト
、
左
傳
ニ
、
寢
不
寐
ト
ア
リ
。
ネ
	シ
テ
ネ
レ
ト
モ
、
ネ
ラ
レ
ヌ
ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ
。
…
…
睡
ハ
、
坐
寐
也
（
『

文
解
字
』
卷
四
上
）
ト
ス
。
ス
ハ
リ
テ
イ
テ
、
フ
ラ
フ
ラ
ヰ
ネ
ル
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
り
（
表
記
の
一
部
改
め
る
）、
王
力

『
王
力
古
語
字
典
（
25）』
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
る
に
、
睡
の
基
本
義
は
坐
寐
う
た
た
ね
（
居
眠
り
）、
寐
の
そ
れ
は
寢
つ
く
（
睡
）、
寢
入
る
で
あ
る
。
白
詩
の
「
夜
長
無
■
天
不
明
」
は
、
寢
	
ベ
ッ
トに
臥
し
て
寢
よ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
寢
つ
け
な
い
こ
と
を
い
う
。
宋
版
系
の
寐
字
は
、

の
曹
丕
詩
の
例
や
、
「
耿
耿
と
し
て
（
不
安
の
た
め
に
目
が
え
て
眠
れ
ぬ
さ
ま
）
寐
ね
ら
れ
ず
、
隱
憂
（
深
い
憂
い
）
有
る
が
如
し
」
（
『
詩
經
』
風
「
柏
舟
」
）、
「
夜
耿
耿
と
し
て
寐
ね
ら
れ
ず
、
魂
煢
煢
け
い
け
い
と
し
て

あ
け
ぼ
の
に
至
る
」
（
『
楚
辭
』
「

」
）、
「
夜
耿
耿
と
し
て
寐
ね
ら
れ
ず
」
（
曹
植
「
洛
賦
」
）
な
ど
、
憂
い
や
孤
獨
感
の
た
め
に
夜
中
寢
つ
け
な
い
時
に
用
い
ら
れ
る
常
套
表
現
「
不
（
能
）
寐
」
を
、
明
ら
か
に
意
識
し
た
文
字
い
で
あ
る
。
他
方
、
抄
本
系
の
睡
字
は
、
基
本
義
を
離
れ
た
、
ほ
ぼ
「
寐
」
と
同
意
に
用
い
た
例
で
あ
る
。
永
武
『
敦
煌

詩
（
26）』
「
敦
煌
	見
白
居
易
詩
二
十
首
價
値
」
は
、
「
白
詩
用
無
睡
、
少
用
無
寐
。
如
「
不
睡
」
詩
「
年
衰
自
無
睡
」
、
「
獨
眠
吟
」
「
夜
長
無
睡
階
」
、
夜
長
無
睡
四
字
、
與
本
詩
正
同
」
と
べ
て
、
敦
煌
本
の
睡
字
を
穩
當
と
す
る
。
 料
テ
キ
ス
トと
し
て
の
素
性
の
良
さ
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
睡
字
を
!る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
（
岡
・
今
井
校
定
本
參
照
）。
寐
の
字
は
、
宋
代
の
人
の
、
傳
統
な
用
例
を
重
"し
た
、
一
種
の
合
理
な
校
改
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し

の
「
白
詩
用
無
睡
」
と
い
う
永
武
の
發
言
は
、
修
正
を
す
る
。
#波
本
に
よ
る
岡
・
今
井
『
歌
詩
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
無
睡
の
用
例
は

の
二
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
『
$
詩
』
（
『
補
』
を
含
む
）
に
よ
る
北
京
大
學
中
文
系
の
李
鐸
%士
宰
の
「
$
詩
電
子
檢
索
系
統
」
に
お
い
て
も
同
じ
結
果
で
あ
る
。
○
［
天
不
明
］
天 そ
らが
明
る
く
な
ら
な
い
。
夜
が
明
け
な
い
。「
天
明
」
は
詩
中
に
&見
す
る
が
、「
天
不
明
」
は
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
○
［
耿
耿
殘
燈
］
殘
燈
（
27）と
は
、
淡
い
光
が
'々
し
く
明
滅
し
て
、
今
に
も
(え
そ
う
な
燈
火
と
も
し
び。
こ
う
し
た
殘
字
は
、
衰
殘
・
凋
殘
・
殘
傷
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
144
を
意
味
し
、
あ
る
種
の
痛
ま
し
さ
、
哀
れ
さ
、
暗
さ
等
の
語
感
を
た
た
え
る
（
28）。

の
岡
・
今
井
『
歌
詩
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
本
例
を
含
め
て
八
例
あ
り
、
「
殘
燈
滅
又
明
」
（
「
夜
雨
」
）、
「
殘
燈
明
復
滅
」
（
「
兄
弟
迴
夜
」）
な
ど
の
用
例
が
、
殘
燈
の
況
を
き
	り
に
す
る
。
他
方
、
そ
の
殘
燈
を
修

す
る
重
言
「
耿
耿
こ
う
こ
う」
は
、
の
條
二
三
四
番
に
も
「
耿
耿
星
河
欲
天
」
と
見
え
、「
カ
ス
カ
ナ
ル
」
（『
六
』）、
「
燈
の
少
し
く
明
ら
か
な
る
貌
」
（
『
集
註
』
）
の
方
向
に
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
白
キ
皃
」
（
『
假
名

（
29）』
）
、
「
ト
モ
シ
ヒ
ノ
カ
カ
ヤ
ク
皃
」
（
『
永
濟

（
30）』
）
な
ど
は
、
明
ら
か
に
不
切
で
あ
り
、
む
し
ろ
江
末
の
山
田
信
義
『
雨
軒
詩
話
（
31）』
（
卷
三
）
が
、
陸
游
の
詩
「
一
燈
挂
西
壁
、
耿
耿
無
光
」
を
あ
げ
て
「
燈
火
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
を
云
ふ
」
と
す
る
明
が
參
考
に
な
ろ
う
。
耿
字
は
ま
た
、
白
詩
の
な
か
で
「
紗
籠
耿
殘
燭
」
（
「
北
亭
獨
宿
」
）、
「
晨
耿
殘
燈
」
（
「
新
秋
曉
興
」
）
の
よ
う
に
、
單
に
一
字
だ
け
で
「
耿
耿
」
と
同
じ
く
殘
燈
・
殘
燭
の
形
容
語
（
耿
た
り
）
と
な
る
。
殘
燈
が
「
滅
又
明
」
「
明
復
滅
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
耿
耿
・
耿
は
、
條
の
「
耿
耿
星
河
欲
天
」
と
共
に
、
淡
い
光
が
ち
ら
ち
ら
と
ま
た
た
き
搖
れ
る
さ
ま
を
指
し
て
い
る
。
「
燈
火
の
え
か
か
り
な
が
ら
も
ほ
の
白
く
光
る
さ
ま
」
と
い
う
明
（
菅
野
譯
本
）
は
、
わ
か
り
に
く
い
。
高
木
正
一
『
白
居
易
上
』
が
「
耿
耿
」
を
「
人
の
心
に
不
安
な
感
じ
を
あ
た
え
る
明
か
る
さ
」
と
明
す
る
の
は
當
で
あ
る
が
、
そ
の
譯
「
燈 と
も
し
びの
光
り
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
明
か
る
く
」
に
は
贊
で
き
な
い
。
こ
れ
と
は
に
、
田
中
克
己
『
白
樂
天
』
の
譯
「
ち
ら
ち
ら
す
る
あ
け
が
た
の
燈
」
は

切
で
あ
る
が
、
耿
耿
の
「
光
の
明
る
く
淨
ら
か
な
さ
ま
」
は
っ
て
い
る
。
こ
の
耿
耿
に
つ
い
て
は
、
の
條
で
再
度
詳
し
く
檢
討
し
た
い
。
○
［
背
壁
影
］
背
壁
は
、
す
で
に
二
七
番
（
32）の
背
燭
、
一
四
四
番
（
33）の
背
壁
燈
の
條
で
べ
た
よ
う
に
、
中

期
、
一
般
の
士
大
夫
の
家
庭
で
（
や
か
な
妓
樓
な
ど
で
も
同
じ
）
燈
火
を
さ
ず
に
、
ほ
の
暗
く
し
た
ま
ま
就
寢
す
る
況
を
表
す
新
語
で
あ
り
、
①
、
燈
火
の
光
を
壁
の
ほ
う
に
向
け
て
、
部
屋
の
中
を
ほ
の
暗
く
す
る
、
も
し
く
は
②
、
燈
火
（
つ
ま
り
燭
臺
）
を
壁
（
時
に
は
帳 とば
りや
屏
風
な
ど
）
の
背
後
に
移
し
て
ほ
の
暗
く
す
る
、
の
ど
ち
ら
か
に
解
釋
す
る
の
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
穩
當
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
字
は
、
「
掩 お
お
う
」
と
も
解
釋
さ
れ
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
中
國
の
二
大
辭
書
・
字
典
た
る
『
語
大
詞
典
』
6
の
⑭
「
謂
燈
盡
或
燭
盡
」
や
、
『
語
大
字
典
』
三
の
⑳
「
用
同
・
閉
（
b
 ）・
」
（
閉
燈
は
關
燈
に
同
じ
く
、
燈
を
す
意
。
「
燈
背
欲
眠
時
」
云
々
の
用
例
を
あ
げ
る
）
の
訓
詁
は
、
と
も
に
不
切
で
あ
る
。
他
方
、
柿
村
『
考
證
』
は
、
背
壁
影
を
「
寂
し
げ
に
後
影
を
壁
に
う
つ
し
」
と
解
釋
し
、
金
子
・
江
見
『
新
釋
』
は
「
壁
に
反
す
る
側
に
燭
を
お
き
て
、
中
に
身
を
置
け
ば
、
影
の
壁
に
映
る
を
い
ふ
」
と
明
『
和

 詠
集
』
!收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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す
る
。
年
の
川
口
・
大
曽
根
譯
本
も
こ
の
立
場
で
あ
る
が
、
す
で
に
菅
野
譯
本
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
壁
ニ
ソ
ム
ケ
タ
ル
燈
、
カ
ス
カ
ニ
シ
テ
、
ナ
ケ
カ
ハ
シ
キ
ニ
、
剩 あ
ま
つ
さヘ
窓
ヲ
打
ツ
雨
ノ
、
サ
ヒ
シ
キ
ト
也
」
（
『
假
名
』
）
の
方
向
で
解
釋
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
影
」
は
「
人
（
宮
女
）
の
影
」
で
は
な
く
、
「
光
を
い
ふ
（
34）」
（
鈴
木
虎
雄
『
白
樂
天
詩
解
』
）。
白
詩
（
「
與
李
七
・
三
十
二
同
訪
元
九
」
）
の
「
殘
燈
の
影 ひか
り
牆 か
き
に
閃 ひら
めき
、
斜
の
光
	
ま
ど
を
穿
つ
（
殘
燈
影
閃
牆
、
斜
光
穿
	）」
の
影
も
、
下
句
の
光
と
互
文
同
義
を
な
し
、
同
じ
く
光
を
意
味
す
る
。
「
閃
（
ち
ら
つ
く
）」
の
字
は
、
殘
燈
の
特

で
あ
る
と
同
時
に
、
「
耿
耿
」
の
字
義
を
考
え
る
う
え
で
も
參
考
に
な
ろ
う
。

春
雄
『
白
氏
文
集
と
國
文
學
新
樂
府
・
秦
中
吟
の
究
（
35）』
も
、
影
を
「
壁
に
映
っ
た
宮
女
の
影
」
と
す
る
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
う
、
「
『
夜
長
く
寢 マ
マ
ぬ
る
無
く
天
明
け
ず
』
と
い
う
句
に
續
く
『
耿
耿
た
る
殘
燈
』
以
下
の
二
句
は
、
夜
長
に
に
な
っ
て
み
た
も
の
の
、
な
か
な
か
ね
む
れ
な
い
で
い
る
時
の
こ
と
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
影
を
人
影
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
こ
れ
を
燈
火
の
影
（
ひ
か
り
）
と
す
れ
ば
、
背
壁
は
あ
た
り
を
小
暗
く
す
る
た
め
、
燈
火
を
壁
の
方
に
よ
せ
た
り
、
壁
の
方
へ
向
け
た
り
、
或
は
壁
の
か
げ
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
と
す
る
方
が
自
然
」
云
々
と
。
○
［
蕭
蕭
暗
雨
］
蕭
蕭
は
、
わ
び
し
い
雨
の
形
容
（
擬
聲
語
）。
重
言
。「
す
さ
ま
じ
く
寂
し
き
貌
」
（『
集
註
』）、「
閑
寂
ノ
皃
」 （『
私
』）。
「
風
飄
飄
兮
雨
蕭
蕭
」
（「
隋
堤
柳
」
新
樂
府
五
十
首
の
一
）、「
蕭
蕭
雨
人
歸
去
」
（「

野
吟
」）
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
、
白
詩
愛
用
語
の
一
つ
。
中
の
韋
應
物
「
王
侍
御
に
る
（
36）」
詩
に
も
、
「
上
陽
秋
蕭 、
蕭 、
雨 、
、
洛
水
來
夜
夜
聲
」
と
見
え
る
。
ま
た
「
暗
き
雨
」
と
は
、
こ
こ
で
は
暗
い
夜
の
雨
を
い
う
。
『
六
』
『
私
』
『
集
註
』
な
ど
に
「
ヨ
ル
ノ
ア
メ
」
と
訓
む
。
じ
つ
は
暗
雨
の
用
例
は
乏
し
く
、
白
詩
も
本
例
の
み
で
あ
る
。
中
の
武
元
衡
「
長
安
の
秋
夜
陳
京
昆
季
（
兄
弟
）
を
懷
ふ
」
詩
の
「
螢
影
疏
簾
外
、
鴻
聲
暗 、
雨 、
中
」
は
、
白
詩
と
同
意
の
用
例
で
あ
ろ
う
（
37）。
秋
の
夜
長
に
る
、
さ
び
し
い
雨
で
あ
る
。
○
［
文
の
檢
討
］
「
蕭
蕭
暗
雨
」
に
對
し
て
、
岡
・
今
井
校
定
本
は
く
校
記
を
施
さ
な
い
。
し
か
し
の
盧
文
「
白
氏
文
集
（
長
慶
集
）
校
正
」
（
同
『
群
書
拾
補
』
收
）
は
、
葛
氏

の
影
鈔
宋
本
に
基
づ
い
て
、
「
瀟 、
瀟 、
夜 、
雨
」
に
校
改
し
て
い
る
。
じ
つ
は
釋
信
阿
『
私
』
も
、
蕭
蕭
を
瀟
々
に
作
る
。
特
に
こ
の
文
に
目
し
た
の
は
、
朱
『
箋
校
』
が
瀟
瀟
に
作
り
、「
各
本
倶
訛
作
「
蕭
蕭
」、
據
盧
校
改
」
と
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
國
の
抄
本
に
も
、
ま
た
宋
版
（
紹
興
本
）
以
下
に
も
共
 す
る
文
字
「
蕭
蕭
」
を
、
は
た
し
て
瀟
瀟
の
訛
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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古
く
は
『
詩
經
』
鄭
風
「
風
雨
」
に
「
風
雨
瀟
瀟
（
）38（
れ
す
さ
ぶ
さ
ま
）」
と
見
え
る
が
、
瀟
瀟
の
語
を
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
じ
つ
は
中

以
の
詩
詞
（
39）で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
用
法
は
、
く
同
の
蕭
蕭
と
ほ
ぼ
同
義
の
、
雨
の
わ
び
し
い
擬
聲
語
と
し
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
劉
長
卿
の
「
東
西
湖
渺
渺
、
離
別
雨
瀟
瀟
」
（
「
將
赴
湖
南
、
湖
上
別
…
」
『
續
拾
』
卷
十
八
）、
元
	の
「
雨
瀟
瀟
兮
鵑
咽
咽
、
傾
冠
倒
枕
燈
臨
滅
」
（
「

州
丁
溪
夜
別
…
」
其
三
）、
許
渾
の
「
楸
梧
暗
瀟
瀟
雨
、
菱

香
淡
淡
風
」
（
「
朱
坡
故
少 マ
マ
保
杜
公
池
亭
」
）
な
ど
が
、
こ
れ
に
該
當
す
る
。
朱
金
の
訛

は
、
お
そ
ら
く
「
窓
を
打
つ
聲
」
と
の
關
で
、
雨
が
た
た
き
つ
け
て
れ
す
さ
ぶ
古
義
（
暴
疾
・
疾
）
を
持
つ
瀟
瀟
の
ほ
う
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
、
と
斷
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
岡
・
今
井
『
歌
詩
索
引
』
に
は
瀟
瀟
の
例
は
な
く
（
40）、
に
雨
の
を
蕭
蕭
と
形
容
し
た
用
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
言
し
た

り
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
や
は
り
瀟
瀟
の
文
字
を
蕭
蕭
の
一
文
と
捉
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
本
文
の
文
字
を
校
改
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
○
［
打
窓
聲
］
打
は
「
つ
」
意
（
三
國
・
魏
の
張
揖
『
廣
』
釋
詁
三
）。
後
ご
ろ
出
現
し
、
南
（
宋
・
齊
）
以
後
、
用
例
が

に

え
た
。
か
く
し
て
打
字
は
、
い
わ
ば
文
言
「
」
の
白
話
表
現
と
な
る （
41）。
杜
甫
の
詩
（
「
陪
鄭
廣
文
 何
將
軍
…
」
其
三
）
に
も
、
「
露
!
"雨
打
、
（
戎
王
子
［
#の
名
］
）
開
$漸
離
披
」
と
見
え
る
。
白
居
易
は
、
「
風
霰
（
風
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ラ
レ
）
蕭
蕭
と
し
て
窓
紙
を
打
つ
」
（
「
和
自
%二
首
」
其
二
）、
「
夜
浪
船
頭
を
打
つ
」
（
「
舟
中
雨
夜
」
）
な
ど
と
用
い
、
友
人
の
劉
禹
錫
の
詩
に
も
、
「
迸
&
窓
を
打
つ
聲
」
（
「
酬
樂
天
小
亭 マ
マ
'夜
有
懷
」）
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
打
の
字
は
、
敦
煌
本
に
「
灑 さ
い
」
（
り
(ぐ
、
散
)の
意
）
に
作
る
。
*
+の
盧
文
,「
白
氏
文
集
校
正
」
も
、
葛
氏
の
影
鈔
宋
本
に
基
づ
い
て
、
打
の
字
を
洒
（
灑
の
體
字
）
に
校
改
す
る
。
他
方
、
岡
・
今
井
校
定
本
は
、
「
敦
煌
本
・
諷
諫
本
作
灑
」
と
(記
す
る
の
み
で
、
-抄
本
や
宋
版
等
に
見
ら
れ
る
打
の
字
を
そ
の
ま
ま
.用
し
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、
/永
武
『
敦
煌

詩
』
は
、
「
考
白
詩
云
「
雨
打
」
僅
一
見
、
0「
1櫻
桃
」「
可
惜
風
吹
"雨
打
」。
云
「
風
霰
打
」
2亦
一
見
、
0「
和
自
%二
首
」「
風
霰
蕭
蕭
打
窓
紙
」。
此
爲
「
暗
雨
」、
似
宜
云
「
灑
」。
白
詩
言
「
雨
灑
」
2極
多
。「
期
宿
客
不
至
」
「
風
飄
雨
灑
簾
帳
故
」、「
和
三
3三
十
日
四
十
韻
」「
雨
師
4
4灑
」
…
…
」
と
い
う
。
こ
の
う
ち
で
、「
雨
打
」
を
わ
ず
か
一
例
と
い
う
指
摘
は
、「
5之
の
宅
の
殘
牡
丹
」
詩
（
元
和
五
年
の
作
）
の
、
「
殘
紅
零
)無
人
賞
、
雨
打
風
摧
不
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
白
詩
の
愛
用
度
は
、
必
ず
し
も
原
形
を
定
す
る
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
二
句
は
「
燈
の
影
（
ひ
か
り
）、
雨
の
『
和

6詠
集
』
7收
詩
(釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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聲
（
お
と
）、
み
な
物
思
ひ
の
催
し
な
る
心
也
」
（
『
集
註
』
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
覺
と
聽
覺
を
く
對
照
さ
せ
た
對
句
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
打 た
た
く
」
字
の
ほ
う
が
聲
效
果
は
高
い
。
對
應
す
る
「
背
」
字
が
新
語
で
あ
る
點
も
、
む
し
ろ
「
」
の
白
話
表
現
で
あ
る
「
打
」
字
の
ほ
う
が
優
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
此 こ
こ
は
暗
雨
爲
た
れ
ば
、
宜
し
く
『
灑
ぐ
』
と
云
ふ
べ
き
に
似
た
り
」
と
す
る
指
摘
は
、
お
そ
ら
く
灑
字
の
「
散
（
散
・
）」
の
語
義
に
	目
し
た
發
言
で
あ
ろ
う
が
、
十
分
な

得
力
を
持
た
な
い
。
●
二
三
四
番
白
居
易
「
長
恨
歌
」
「
遲
遲
鐘
漏
初
長
夜
、
耿
耿
星
河
欲
天
」
○
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
十
二
、
京
兆
府

ち
ゆ
う

し
つ
縣
（
陝
西
省

至
縣
）
尉
（
42）に
在
任
中
の
白
居
易
は
、
當
地
の
仙
谷
に
む
王
質
夫
・
陳
鴻
の
二
人
と
共
に
仙
寺
（
43）に
び
、
王
質
夫
の
め
を
受
け
て
、
本
詩
を
作
る
（
陳
鴻
「
長
恨
歌
傳
」
）。
時
に
作
三
五
で
あ
る
。
玄
宗
李
基
と
楊
貴
妃
と
の
愛
を
め
ぐ
る
長
篇
の
感
傷
詩
「
長
恨
歌
」
は
、
「
琵
琶
行
」
と
竝
ぶ
不
朽
の
名
作
と
し
て
名
高
い
。
詩
題
中
の
「
長
恨
」
と
は
玄
宗
の
そ
れ
を
指
し
、
最
愛
の
楊
貴
妃
を
喪
失
し
た
こ
と
に
因
す
る
、
玄
宗
自
身
の
永
に
し
が
た
い
恨
・
痛
恨
の
（
松
浦
友
久


（
44））
を
い
う
。

の
二
句
は
、
「
夕
殿
（
夜
の
御
殿
）
螢
飛
ん
で
思
ひ
悄
然
（
深
い
悲
し
み
に
く
れ
て
心
細
い
さ
ま
）、
孤
燈
［
秋
燈
］
挑
げ
盡
く
す
も
未
だ
眠
り
を
さ
ず
［
眠
る
能
は
ず
］
」
を
受
け
て
、
悲
し
み
の
秋
を
背
景
に
亡
き
楊
貴
妃
を

 し
て
、
一
!中
眠
れ
ぬ
玄
宗
の
孤
獨
な
"を
#寫
し
た
部
分
で
あ
る
。
○
［
遲
遲
鐘
漏
］
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
夜
を
$ご
す
玄
宗
の
耳
に
、
時
報
（
鐘
鼓
）
の
が
、
な
か
な
か
聞
こ
え
て
こ
な
い
こ
と
を
指
す
。
秋
は
日
ご
と
に
夜
が
長
く
な
る
が
、
こ
こ
は
そ
う
し
た
事
實
性
よ
り
も
、
夜
を
明
か
し
か
ね
る
玄
宗
に
と
っ
て
、
時
刻
の
推
移
に
從
っ
て
鳴
ら
さ
れ
る
鐘
鼓
の
の
%
&が
、
じ
れ
っ
た
い
ほ
ど
に
長
々
し
く
、
の
ろ
の
ろ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
意
味
で
「
遲
遲
は
夜
な
が
を
か
こ
つ
玄
宗
に
、
時
%の
流
れ
が
の
ろ
の
ろ
と
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
た
め
の
'
(
表
現
」
（
佐
)保
（
45））
と
す
る
指
摘
は
*
當
で
あ
る
。
當
時
、
宮
中
で
は
、
祕
書
省
太
史
局
（
時
に
は
獨
立
し
た
司
天
臺
（
46））
+
の
漏
刻
み
ず
ど
け
いで
時
刻
を
測
定
し
た
。
一
夜
（
夜
漏
）
を
五
更
に
分
け
、
さ
ら
に
一
更
を
五
點
に
分
け
た
。
そ
し
て
一
更
ご
と
に
鼓
樓
で
太
鼓
（
い
わ
ゆ
る
漏
鼓
）
を
、
一
點
ご
と
に
鐘
樓
で
鐘
（
漏
鐘
）
を
っ
て
時
刻
を
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
（
『
,
-書
』
卷
四
三
）。
從
っ
て
一
!の
う
ち
に
太
鼓
は
五
回
、
鐘
は
二
十
五
回
鳴
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
つ
係
り
の
「
典
鐘
」
「
典
鼓
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二
八
〇
人
、
一
六
〇
人
も
い
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
當
時
は
、
季
.の
/み
に
よ
っ
て
晝
夜
の
時
%が
中
國
詩
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伸
縮
す
る
不
定
時
法
で
あ
る
。
一
日
百
刻
の
う
ち
、
夜
の
時
（
夜
漏
）
は
、
至
が
六
十
刻
、
至
が
四
十
刻
、
春
分
・
秋
分
は
共
に
五
十
刻
。
そ
う
し
て
秋
分
以
後
、
九
日
ご
と
に
一
刻
ず
つ
夜
の
時
を
や
し
、
春
分
以
後
、
に
一
刻
ず
つ
晝
の
時
を
や
し
た
（
『
大
六
典
』
卷
十
一
）。
事
態
の
行
が
遲
い
こ
と
を
表
す
重
言
「
遲
遲
」
は
、
こ
こ
で
は
一
更
中
の
點
と
	の
點
と
の


が
、
眠
れ
ぬ
玄
宗
に
と
っ
て
、
方
も
な
く
長
く
感
じ
ら
れ
る
、
と
い
う


な
表
現
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
鐘
漏
」
は
、
二
十
五
回
も
鳴
ら
さ
れ
る
漏
鐘
だ
け
で
な
く
、
更
ご
と
に
た
れ
る
漏
鼓
を
も
含
め
た
表
現
で
あ
ろ
う
。
宋
版
（
紹
興
本
）
に
は
「
鐘
鼓
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、

岡
・
今
井
校
定
本
に
は
、
「
漏
、
各
本
作
鼓
。
慶
長
本
同
。
今
從
金
澤
本
・
文
抄
本
・
管
見
抄
本
・

本
。
歌
行
本
同
」
と
指
摘
す
る
。
金
子
二
校
訂
『
千
載
佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
の
條
も
、
同
じ
く
鐘
漏
に
作
る
。


樹
『
白
氏
文
集
の
批


究
』
一
四
五
頁
に
は
、
「
「
遲
遲
」
の
語
や
、
禁
中
の
夜
を
詠
ず
る
、
「
和
錢
員
外
禁
中
夙
興
見
示
」
の
「

鐘
漏
盡
」
な
ど
の
少
な
く
な
い
用
例
が
、
「
鐘
漏
」
の
み
を
い
う
點
か
ら
考
え
れ
ば
、
（
漏
の
字
が
）
優
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
ま
た

春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
究
』
四
六
頁
に
も
、

の
用
例
の
ほ
か
に
、
白
詩
の
「
浴
殿
の
西
頭
鐘
漏
深
し
」
（
「
八
 十
五
日
夜
、
禁
中
獨
直
…
」
）
や
、
「
遲
遲
と
し
て
禁
漏
（
禁
中
の
漏
刻
）
盡
く
」
（
「
禁
中
曉
臥
、
…
」
）
の
用
例
を
あ
げ
て
、
漏
字
の
ほ
う
が
よ
い
、
と
見
な
す
。
特
に

の
指
摘
す
る
最
後
の
用
例
は
、
鐘
漏
の
方
に
有
利
で
あ
る
。
白
詩
に
は
、
さ
ら
に
「
!老
」
詩
の
「
鐘
漏
行
將
曉
」
の
用
例
も
あ
る
が
、
時
報
に
關
係
す
る
鐘
鼓
も
ま
た
、
本
例
を
除
い
て
、
三
例
あ
る
。
そ
の
一
つ
、
長
慶
元
年
（
八
二
一
）、
中
書
舍
人
在
任
時
の
作
「
西
掖
（
中
書
省
）
の
早
秋
夜
に
（
宿
）
直
し
て
意 ここ
ろを
書
す
」
に
は
、
「
炎
涼
遞
時
"、
鐘
鼓
交
昏
曉
」
と
い
う
。
宋
版
・
#波
本
な
ど
が
鐘
鼓
に
作
る
の
は
、
す
で
に
$べ
た
「
五
更
の
時
報
制
度
」
を
考
え
て
の
、
あ
る
種
の
合
理
な
校
訂
で
は
な
か
ろ
う
か
。
○
［
初
長
夜
］
こ
の
三
字
は
、
初
字
の
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
、
二
%
に
分
か
れ
る
。
①
初
は
下
句
の
「
欲
&天
」
の
欲
と
對
を
な
し
、
初
は
一
般
に
已
然
（
た
っ
た
今
…
…
し
た
ば
か
り
）、
欲
は
'將
ほ
ど
な
く
（
今
に
も
あ
る
事
態
に
づ
き
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
［
未
然
］
）
こ
と
を
表
す
（
共
に
時
副
詞
）。
白
詩
「
 
(欲 、
明
、
馬
嘶
初 、
別
後
」
（
「
曉
別
」
）、
「
五
聲
宮
漏
初 、
鳴
夜
、
一
點
窓
燈
欲 、
滅
時
」
（
「
禁
中
夜
作
書
與
元
九
」
）
な
ど
、
こ
う
し
た
欲
と
初
の
對
は
、
白
詩
に
多
い
句
法
で
あ
る
。
こ
こ
も
同
じ
用
例
と
捉
え
て
、
「
折
し
も
長
く
な
り
始
め
た
ば
か
り
の
、
初
秋
の
夜
」
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
例
、
白
詩
中
に
見
え
る
「
況
是
初 、
長 、
夜 、
、
東
)砧
杵
多
」
は
、
そ
の
詩
題
「
酬
*得
早 、
秋 、
夜
對
 見
寄
」
に
よ
っ
て
、
早
秋
七
 の
例
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
『
和
+
,詠
集
』
-收
詩
.釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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は
、
下
句
の
星
河
を
「
七
七
日
七
夕
の
夜
、
鵲 か
さ
さ
ぎが
根
を
ひ
ろ
げ
て
天
の
川
に
橋
を
渡
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
牽
牛
・
織
女
の
星
が
一
年
に
一
度
の
逢
を
樂
し
む
と
い
う
話
を
頭
に
お
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
、
堤
留
吉
『
白
樂
天
生
活
と
文
學
』
（
八
六
頁
）
の
指
摘
（
47）と
も
符
合
す
る
。
こ
の
①
に
よ
れ
ば
、
秋
の
夜
長
を
え
た
ば
か
り
と
い
う
の
に
、
時
の
み
が
じ
れ
っ
た
い
ほ
ど
に
遲
く
、
	の
時
報
（
鐘
鼓
）
の

が
な
か
な
か
鳴
り
か
な
い
こ
と
を
い
う
こ
と
に
な
る
。
吉
川
幸
	
の
釋
（
48）「
そ
れ
（
鐘
鼓
）
は
眠
ら
れ
ぬ
玄
宗
を
、
あ
ざ
け
る
ご
と
く
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
、
鳴
る
。
秋
の
夜
は
長
い
と
い
う
こ
と
は
、
玄
宗
に
と
っ
て
は
、
不
眠
の
時
が
長
い
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
長
く
な
ろ
う
と
す
る
、
は
つ
秋
の
夜
に
」
は
、
こ
の
典
型
解
釋
で
あ
る
。
た
だ
し
「
初
長
夜
」
は
、
い
つ
も
早
秋
七
を
指
す
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
八
六
番
（
出
）
の
元
「
夜
坐
」
詩
の
「
螢
火
亂
飛
秋
已
、
辰
星
早
夜
初
長
」
は
の
わ
り
（

六
）
の
寫
で
あ
り
、
韓
「
離
家
」
詩
の
「
八
初
長
夜
、
千
山
第
一
」
は
仲
秋
八
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
②
初
を
同
じ
時
副
詞
な
が
ら
、
「
こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
こ
と
（
事
態
）
が
な
く
、
こ
こ
で
初
め
て
（
最
初
・
第
一
回
）」
の
意
味
（
行
爲
や
事
態
の
最
初
の
出
現
）
と
考
え
る
。
わ
が
室
町
時
代
の
原
宣 の
ぶ
賢 た
か
の

？
に
は
、
こ
う
い
う
、
「
初
ト
云
タ
カ
面
白
ソ
。
作
ノ
手
柄
ソ
。
ニ
ハ
、
春

短
ト
云
タ
。
貴
妃
ニ
ソ
イ
玉 た
まイ
タ
時
ハ
、
夜
ノ
短
キ
コ
ト
ヲ
恨
ミ
思
召
テ
、
日
高
マ
テ
、
御
寢
ナ
リ
テ
、
天
下
ノ
政
の
廢
ル
ル
ヲ
モ
、
何
ト
モ
思
召
サ
ズ
シ
テ
、
短
夜
ヲ
御
ナ
ゲ
キ
ア
リ
シ
ガ
、
貴
妃
ニ
御
別
ア
ツ
テ
ヨ
リ
、
初
テ
春
ノ
夜
ノ
短
ヲ
モ
、
事
ノ
外
イ
ト
長
イ
ト
思
召
ス
也
（
49）」
と
。
本
條
は
悲
秋
を
背
景
に
愛
妃
を
喪
失
し
た
玄
宗
の
傷
心
を
く
場
面
で
あ
る
か
ら
、
わ
り
の
「
春
ノ
夜
ノ
」
云
々
の
部
分
は
單
純
な
 り
で
あ
る
。
し
か
し
!意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
部
分
が
「
長
恨
歌
」

段
に
見
え
る
、
楊
貴
妃
を
"得
し
て
溺
愛
す
る
玄
宗
の
#喜
の
場
面
「
春
（
春
の
夜
）
短
き
に
し
み
日
高
く
し
て
$き
、
此
れ
從
よ
り
君
王
早
せ
ず
」
と
%く
照
應
す
る
の
だ
、
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
『
假
名
!』
の
「
楊
貴
妃
ト
共
ニ
、
同
床
ノ
カ
タ
ラ
イ
有
リ
シ
夜
ハ
、
秋
ノ
夜
ノ
長
シ
ト
モ
、
思
ヒ
玉
ハ
サ
リ
シ
カ
、
獨
リ
ヌ
ル
夜
ヲ
、
明
シ
カ
ネ
玉
ヘ
ハ
、
初
テ
長
キ
夜
ト
云
也
」
の
解
釋
と
も
&じ
合
う
（『
六
!』『
集
註
』
も
ほ
ぼ
同
じ
）。

'春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
(究
』
も
、
「
春

短
」
と
の
呼
應
關
係
に
!目
し
、
「
愁
の
た
め
、
夜
が
初
め
て
長
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
『
古
詩
十
九
首
』
（
其
十
七
）
に
『
愁
多
く
し
て
夜
の
長
き
を
知
る
』
と
あ
る
」
云
々
と
!す
る
。
田
口
暢
穗
・
松
浦
友
久
『
中
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
150
國
の
名
詩
鑑
賞
6
中

（
）50』
が
、
「
秋
の
夜
長
を
、
い
ま
さ
ら
の
よ
う
に
感
じ
る
」
と
し
、
一
句
を
「
遲
遲
た
る
時
の
鐘
の
に
、
あ
ら
た
め
て
秋
の
夜
長
を
知
ら
さ
れ
」
と
譯
す
の
も
、
こ
の
立
場
で
あ
る
。
中
西
・
大
木
春
基
『
高
校
グ
リ
ッ
プ
文
（
51）』
の
譯
「
か
つ
て
は
春
の
夜
の
短
さ
を
な
げ
い
た
の
に
、
今
は
時
を
げ
る
鐘
や
太
鼓
は
な
か
な
か
鳴
ら
ず
、
生
ま
れ
て
初
め
て
味
わ
う
夜
の
長
さ
で
あ
る
」
は
、
②

の
典
型
	な
解
釋
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
二
句

後
は
、
悲
秋
を
背
景
に
夜
を
明
か
し
か
ね
る
孤
獨
な
玄
宗
の
を
い
て
い
る
。
語
法
	に
は
、
①
②
の
兩
と
も
立
し
よ
う
。
①
は
、
初
字
の
一
般
	な
用
法
で
あ
り
、
本
詩
の
「
楊
家
有
女
初 、
長
」
と
同
義
で
あ
る
。
ま
た
②
は
「
長
恨
歌
」
の

段
と
後
段
の
綿
密
な

に
目
し
た
解
釋
で
あ
る
。
②
の
用
法
は
、
一
般
に
「
初
置
張
掖
・
酒
泉
郡
」
（
『
史
記
』
準
書
）
の
よ
う
に
、
「
初
＋
動
詞
」
に
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
許
渾
「
秋
夕
有
懷
」
詩
の
「
書
回
秋
欲
盡
、
酒
醒
夜
初
長
」
の
用
例
も
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
醉
い
が
醒
め
た
た
め
に
、
秋
の
夜
長
を
い
ま
さ
ら
な
が
ら
痛
感
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
い
て
一
方
に
確
定
せ
ず
、
兩
①
②
を
竝
記
し
て
今
後
の
檢
討
に
ゆ
だ
ね
た
い
。
○
［
耿
耿
星
河
…
］
ち
ら
ち
ら
と
は
か
な
げ
に
ま
た
た
く
天
の
川
の
寫
（
）52。
「
耿
耿
」
は

條
の
「
耿
耿
た
る
殘
燈
」
の
條
項
で
言
し
た
よ
う
に
、
淡
く
い
光
が
ち
ら
ち
ら
と
ま
た
た
き
搖
れ
る
さ
ま
を
表
す
重
言
。
本
條
は
、
す
で
に
柿
村
『
考
證
』
等
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
南
齊
・
謝
詩
の
「
秋
河
（
秋
の
天
の
川
）

あ
け
ぼ
のに
耿
耿
た
り
」
（「
暫
使
下
、
夜
發
新
林
…
」
詩
、『
文
』
卷
二
六
）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
名
句
は
、
以
後
、
梁
の
丹
「
耿
耿
天
」
（「
秋
閨
有
」
詩
）、
陳
の
張
正
見
「
耿
耿
長
河
」
（
「
秋
河
耿
耿
」
詩
）、
陳
の
後
叔
寶
「
耿
耿
河
天
」
（「
有
思
三
首
」
其
三
）、
中
の
況
「
夜
靜
星
河
出
、
耿
耿
辰
與
參
」
（「
子
吟
」）、
 
!輿
「
星
河
漸
耿
耿
」
（「
秋
疾
初
愈
…
」
詩
）
な
ど
と
繰
り
"し
歌
わ
れ
て
き
た
。
白
詩
の
本
例
も
、
こ
の
中
の
一
つ
に
數
え
て
よ
い
。
た
だ
耿
耿
の
意
味
に
關
し
て
は
、
謝
詩
に
對
す
る
李
善
が
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
「
光
也
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
續
く
五
臣
（
呂
#濟
）
も
「
明
淨
也
」
で
あ
っ
た
た
め
、
十
$な
理
解
に
な
か
な
か
到
%で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
『
假
名
』
な
ど
は
、
「
耿
耿
ハ
、
白
キ
義
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
&況
下
、
王
云
路
『
魏
六
'詩
歌
語
言
論
稿
（
53）』
は
、


(の
謝
・
丹
・
張
正
見
・
陳
の
後
の
用
例
の
ほ
か
、
梁
の
劉
孝
綽
「
太
子
)
*日
水
」
詩
の
「
耿
耿
流
長
+」
、
朱
,「
-東
田
宅
.朋
離
」
詩
の
「
耿
耿
樵
路
分
」
、

/吾
「
侍
宴
餞
張
孝
總
應
令
」
詩
の
「
耿
耿
0
1上
」
の
用
例
を
あ
げ
て
、
耿
耿
が
「
飄
搖
、
閃
爍
貌
（
ひ
ら
ひ
ら
と
搖
れ
動
き
、
ち
ら
ち
ら
と
き
ら
め
く
［
ち
ら
つ
く
］
さ
ま
）」
を
『
和

2詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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形
容
す
る
こ
と
が
多
い
點
に
目
し
、
耿
耿
の
基
本
義
を
「
閃
亮
而
又
飄
搖
不
定
」
（
き
ら
め
き
な
が
ら
も
、
し
き
り
に
ゆ
れ
動
く
さ
ま
）
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
語
義
を
補
足
す
れ
ば
、
そ
の
光
は
い
ず
れ
も
ほ
の
か
で
々
し
い
場
合
が
多
く
、
決
し
て
ギ
ラ
ギ
ラ
輝
く
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
本
例
も
、
今
に
も
白
み
だ
そ
う
と
す
る
夜
明
け
の
天 そ
空 ら
に
、
天
の
川
の
星
々
が
淡
く
は
か
な
げ
に
、
ち
ら
ち
ら
と
ま
た
た
き
搖
れ
る
光
景
の
寫
で
あ
る
。
從
っ
て
「
天
の
川
の
輝
き
も
ひ
と
き
わ
さ
え
と
お
る
」
（
川
口
譯
本
）、「
ぎ
ら
ぎ
ら
と
か
が
や
く
天
の
川
」
（
吉
川
幸

）
な
ど
の
譯
は
、
い
ず
れ
も
不
	切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
は
、
「
こ
こ
で
は
、
白
く
輝
く
さ
ま
」
（
菅
野
譯
本
）
で
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
む
し
ろ

野
明
『
白
詩
新
釋
』
が
、
耿
耿
を
「
少
し
く
き
ら
め
く
貌
、
小
明
な
り
」
と
し
、
「
天
河
の
星
影
の
「
チ
ラ
チ
ラ
」
と
明
か
な
る
の
天
」
云
々
と
譯
す
る
ほ
う
が
よ
い
。
ち
な
み
に
、
星
に
詳
し
い
島
久
雄
『
孔
子
の
見
た
星
空
古
典
詩
文
の
星
を
讀
む （
54）』
は
い
う
、
本
例
は
「
謝
詩
を
踏
ま
え
て
、
「
輝
く
銀
河
」
と
よ
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
果
し
て
銀
河
は
曉
天
に
え
る
か
。
い
と
き
の
記
憶
を
辿
る
と
、
星
の
測
を
し
て
時
に
明
け
方
く
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
夜
が
ま
さ
に
極
ま
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
東
の
空
が
白
む
か
と
み
え
る
直
、
ほ
ん
の
僅
か
の
で
あ
る
が
、
に
星
空
が
一
段
と
白
っ
ぽ
く
、
え
わ
た
る
よ
う
に
感
ず
る
の
を
經
驗
す
る
。
も
ち
ろ
ん
非
常
に
惠
ま
れ
た
夜
が
そ
の
ま
ま
曉
天
に
續
く
安
定
し
た
天
候
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
感
じ
が
中
國
の
詩
人
た
ち
の
そ
れ
と
共

の
も
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
」
云
々
と
。
こ
の
島
も
、
李
善
に
災
い
さ
れ
た
一
例
で
あ
ろ
う
。
天
文
學
上
の
眞
實
は
し
ば
ら
く
置
き
、
謝
詩
以
下
の
、
光
に
關
す
る
耿
耿
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
「
一
段
と
白
っ
ぽ
く
、
え
わ
た
る
」
意
味
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
白
詩
「
獨
眠
吟
二
首
」
其
一
に
見
え
る
、
似
の
表
現
「
夜
長
く
し
て
睡
る
こ
と
無
く
階
に
つ
、
寥 、

、
た 、
る 、
（
星
が
ま
ば
ら
で
寂
し
い
さ
ま
を
形
容
す
る
。
雙
聲
）
星 、
河 、
け
ん
と
欲
す
る
天
」
に
よ
っ
て
も
傍
證
さ
れ
よ
う
。
ち
な
み
に
「
」
は
、
夜
の
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
「
曉
」
よ
り
も
、
に
い
時
帶
で
あ
る
。
吉
川
幸

の
釋
に
は
、
玄
宗
は
「
ね
む
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
、
の
き
ば
に
出
て
、
そ
ら
を
あ
お
げ
ば
」
云
々
と
、
背
景
を
明
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
玄
宗
が
天
の
河
を
實
際
に
見
な
く
と
も
よ
い
」
（
入
矢
義
高
（
55））。
し
か
し
「
古
詩
十
九
首
」
其
十
七
（
『
文
』
卷
二
九
）
に
、
「
愁
多
知
夜
長
、
仰
衆
星
列
」
（
た
だ
し
初
）
と
あ
り
、
魏
の
文
曹
丕
「
雜
詩
」
其
一
に
も
、
寢
つ
け
ぬ
ま
ま
外
に
出
て
天
空
を
仰
ぎ
見
る
場
面
が
あ
っ
て
、
そ
の
釋
は
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
。
中
西
・
大
木
『
高
校
グ
リ
ッ
プ
 文
』
も
、
こ
う
譯
す
る
、
「
眠
れ
ぬ
ま
ま
に
き
出
て
空
を
仰
げ
ば
、
天
の
川
は
（
牽
牛
・
織
女
の
思
い
を
こ
め
て
）
よ
う
や
く
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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光
は
れ
、
夜
は
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
そ
め
て
く
る
」
と
。

（
１
）
拙
稿
「『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
七
）」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
三
集
、
一
九
九
四
年
）
參
照
。
（
２
）
高
木
・
植
木
久
行
「
卞
孝
萱
「
李
紳
年
譜
」
補
訂
（
中
）
」
（
『
中
國
古
典
	究
』
第
三
九
號
、
一
九
九
四
年
）
も
參
照
。
（
３
）
「
詩
文
叢
鈔
」
の
假
題
は
、
徐
俊
纂
輯
『
敦
煌
詩
集
殘
卷
輯
考
』
（
中

書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
代
の
白
詩
鈔
本
、
い
わ
ゆ
る
敦
煌
本
（
ペ
リ
オ
二
四
九
二
）
は
、
從
來
切
な
書
名
を
缺
く
。
殘
卷
頭
の
二
篇
が
、
白
居
易
と
元
の
唱
和
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
太
田
男
は
、
名
『
白
香
山
詩
集
』
（
王
重
民
命
名
）
を
『
敦
煌
本
元
白
詩
抄
』
に
改
め
た
（
太
田
男
『
抄
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
	究
』
中
卷
、


、
一
九
九
七
年
參
照
）
。
し
か
し
こ
の
殘
卷
の
わ
り
に
直
接
な
る
寫
本
が
ロ
シ
ア
に

さ
れ
て
い
た
。
徐
俊
の
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
續
の
部
分
に
は
、
中
の
女
流
詩
人
李
季
の
詩
や
白
居
易
の
「
（
放
）
雁
」「
紅
線
毬
」（
新
樂
府
五
十
首
の
一
）、
さ
ら
に
岑
參
の
「
招
北
客
詞
（
文
）」
の
作
品
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
敦
煌
本
は
、
多
く
の
人
の
作
品
を
收
め
た
「
詩
文
叢
鈔
」、
一
種
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
な
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
敦
煌
本
の
性
格
に
對
し
て
下
さ
れ
た
從
來
の
	究
は
、
今
日
、
再
檢
討
を

ら
れ
て
い
る
。
（
４
）
曾
昭
岷
ほ
か
『

五
代
詩
』
（
中

書
局
、
一
九
九
九
年
）
正
卷
四
收
。
雲
の
字
は
本
來
「
云
」
に
作
る
。
（
５
）
集

、
一
九
八
三
年
。
（
６
）


、
一
九
九
八
年
。
（
７
）
『
會
』
卷
三
十
、
洛
陽
宮
の
條
參
照
。
（
８
）
よ
り
詳
し
く
は
、
松
浦
友
久
『
詩
の
事
典
』
（
大
修
書
店
、
一
九
九
九
年
）「
上
陽
宮
」
の
條
參
照
。
（
９
）

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。
（
10）
冀
 點
校
『
元
集
』
卷
二
四
に
は
「
醉
」
に
作
る
が
、
南
宋
中
期
刻
本
『
新
刊
元
!之
文
集
』
卷
六
に
從
う
。
な
お
冀
 の
校
記
も
參
照
。
（
11）
蘇
仲
"
#
『
元
詩
#』
（
中
流
出
版
、
一
九
七
四
年
）
は
、
こ
の
二
句
に
對
し
て
、「
更
衣
、
指
被
皇
$召
幸
而
言
。
言
入
宮
之
後
、
得
幸
%十
之
一
耳
。
其
餘
則
永
配
深
宮
」
と
明
す
る
。
（
12）
明
治
書
院
、
一
九
五
三
年
訂
正
版
。
（
13）
&文
、
一
九
五
九
年
。
（
14）
巴
蜀
書
、
一
九
八
八
年
。
（
15）
じ
つ
は
本
來
、
こ
う
し
た
「
怨
」
は
、「
蘊
（
積
む
、
'え
る
）」
の
(假
で
、
棄
て
て
用
い
な
い
意
を
原
義
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
)禮
鴻
『
義
府
續
貂
（
*訂
本
）』（
中

書
局
、
一
九
八
三
年
）
怨
の
條
參
照
。
（
16）
『
國
學
院
雜
誌
』
第
八
二
卷
第
十
二
號
、
一
九
八
一
年
。
（
17）
の
)偕
『
李
相
國
論
事
集
』
卷
四
收
。
（
18）
『
新
書
』
卷
一
五
二
、
李
絳
傳
に
は
、「
去
官
無
+於
治
%、
則
材
能
出
、
斥
宮
女
之
希
御
（
天
子
の
寵
愛
の
ま
れ
な
）
%、
則
怨
曠
,」
と
あ
る
。
『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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（
19）
朱
『
箋
校
』
卷
五
八
收
。
（
20）
上
古
出
版
、
一
九
九
九
年
。
（
21）
陳
寅
恪
『
元
白
詩
箋
證
稿
』
に
も
い
う
、
「
其
事
（
上
奏
）
與
樂
天
作
詩
之
時
相
同
、
自
必
有
關
於
白
公
此
篇
七

	一
篇
無
疑
也
」
と
。
（
22）
『
文

』
卷
二
九
收
。
（
23）
『
玉
臺
新
詠
』
卷
十
收
。
（
24）
『
文
聚
』
卷
三
、
時
上
、
秋
收
。
（
25）
中
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
。
（
26）
洪
範
書
店
、
一
九
八
七
年
。
（
27）
『
和

詠
集
』
の
な
か
に
は
、
殘
燭
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
義
語
の
書
き
換
え
に
す
ぎ
な
い
。
堀
部
正
二
『
校
和


詠
集
』
參
照
。
（
28）
小
島
之
『
語
逍
遙
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
第
二
部
參
照
。
ま
た
拙
稿
「『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
六
）」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
二
集
、
一
九
九
三
年
）
に
收
め
る
一
七
五
番
も
參
照
。
（
29）
伊
正
義
ほ
か
『
和

詠
集
古
釋
集
』
第
二
卷
下
（
大
學
堂
書
店
、
一
九
九
四
年
）
收
。
（
30）
伊
正
義
ほ
か
『
和

詠
集
古
釋
集
』
第
三
卷
（
大
學
堂
書
店
、
一
九
八
九
年
）
收
。
（
31）
波
多
野
太

『
白
話
詞
究
料
叢
刊
』
（
龍
溪
書
舍
、
一
九
八
〇
年
）
收
。
（
32）
拙
稿
「『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
一
）」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
七
集
、
一
九
八
八
年
）
收
。
（
33）
拙
稿
「『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
三
）」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
九
集
、
一
九
九
〇
年
）
收
。
（
34）
霍
松
林
『
白
居
易
詩

譯
』
（
百
文
出
版
、
一
九
八
六
年
再
版
）
は
、
一
句
を
「
昏
沈
沈
殘
燈
映
射
牆
壁
」
と
譯
す
。
背
の
意
味
が
曖
昧
で
あ
る
が
、
影
を
光
の
意
味
に
捉
え
て
い
る
こ
と
は
、
映
射
の
語
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
杜
甫
「
大
雲
寺
贊
公
」
詩
其
三
に
見
え
る
「
燈
影
照
無
睡
、
心
聞
妙
香
」
の
影
も
、
光
の
意
味
で
あ
る
。
（
35）
明
治
書
院
、
一
九
九
〇
年
。
（
36）
陶
 ・
王
友
!『
韋
應
物
集
校
』
（
上
古
出
版
、
一
九
九
八
年
）
卷
二
に
は
、
「
廣
中
在
洛
陽
丞
或
大
"中
河
南
府
兵
曹
參
軍
任
上
作
」
と
い
う
。
（
37）
隋
の
#世
基
「
秋
日
$王
中
舍
」
詩
の
「
雙
%飛
暗
雨
、
八
水
凍
&
流
」
は
早
期
の
用
例
。
（
38）
「
毛
傳
」
に
「
暴
疾
也
」
と
あ
り
、
孔
疏
に
「
雨
下
'疾
」
と
あ
る
。
た
だ
し
朱
熹
は
「
風
雨
之
聲
」
と
す
る
。
（
39）
(
の
高
)「
東
征
賦
」
に
「
楚
歌
悲
兮
雨
瀟
瀟
」
に
作
る
が
、
こ
の
瀟
瀟
は
蕭
蕭
に
も
作
る
（
劉
開
揚
『
高
)詩
集
年
箋
註
』
參
照
）。
（
40）
た
だ
し
朱
『
箋
校
』
外
集
卷
中
に
收
め
る
「
長
相
思
」
其
一
に
は
、
「
巫
山
高
、
巫
山
低
、
*雨
瀟
瀟
不
歸
」
と
あ
る
。
し
か
し
こ
の
作
は
、
+二
娘
の
作
と
す
る
,が
有
力
で
あ
る
。
（
４
）
の
『
-
五
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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代
詩
』
正
卷
一
や
、
陳
君
『

詩
續
拾
』（『
補
』
收
）
卷
二
八
、
二
娘
の
條
な
ど
參
照
。
（
41）
張
永
言
・
汪
維
輝
「
關
于
語
詞
彙
史
	究

一
點
思
考
」
（
張
永
言
『
語
文
學
論
集
（
訂
版
）』
語
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
參
照
。
同
論
文
に
よ
れ
ば
、
後
の
王
壽
「
賦
」
を
早
期
の
用
例
と
す
る
。
（
42）

縣
尉
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
和

詠
集
』
收

詩
釋
補
訂
（
六
）」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
二
集
、
一
九
九
三
年
）
の
一
七
五
番
參
照
。
（
43）
松
浦
友
久
『
詩
の
事
典
』（
大
修
書
店
、
一
九
九
九
年
）「
仙
寺
」
の
條
參
照
。
（
44）
「「
長
恨
歌
」
の
題
に
つ
い
て
「
恨
」
の
體
と
作
の
意
圖
」
（『
白
居
易
	究
年
報
』
創
刊
號
、

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
45）
野
直
彬
『
詩
鑑
賞
辭
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年
）
收
。
（
46）
張
國
剛
『
代
官
制
』（
三
秦
出
版
、
一
九
八
七
年
）
參
照
。
（
47）
こ
の
は
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
そ
れ
を
物
語
し
た
陳
鴻
「
長
恨
歌
傳
」
の
な
か
に
、
七
夕
傳
を
踏
ま
え
た
表
現
・
寫
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
分
首
肯
で
き
る
。
（
48）
『
吉
川
幸


集
』（
筑
書
 、
一
九
七
四
年
）
第
十
卷
收
の
「
新
詩
!續
篇
篇
」
に
よ
る
。
（
49）
に
國
田
百
合
子
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』
（
武
"野
書
店
、
一
九
七
六
年
）
收
の
#閣
文
庫

"『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
和
解
』
に
據
り
つ
つ
、
同
書
に
收
め
る
他
の
二
種
を
も
參
照
し
、
表
記
や
文
字
を
$
干
改
め
た
。
（
50）
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
。
（
51）
文
	出
版
、
刊
行
年
%未
詳
。
（
52）
白
詩
「
睡
覺
」
に
も
、
&似
の
表
現
「
星
河
耿
耿
漏
緜
緜
、
%暗
燈
'欲
(天
」
が
見
ら
れ
る
。
（
53）
陝
西
人
民
出
版
、
一
九
九
七
年
、
二
六
六
頁
。
（
54）
大
修
書
店
、
一
九
九
七
年
。
（
55）
『
白
居
易
	究
年
報
』
第
二
號
（

出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
收
の
今
井
)「
白
氏
文
集
の
會
讀
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。
『
和

詠
集
』
收
詩
釋
補
訂
（
十
三
）（
植
木
）
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